
ポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートチャネルについて, 1 ページ

• ポートチャネルの設定, 10 ページ

• ポートチャネル設定の確認, 18 ページ

• ロードバランシングの発信ポート IDの確認 , 19 ページ

ポートチャネルについて
ポートチャネルは、個別インターフェイスを 1つのグループに集約して、帯域幅と冗長性の向上
を実現します。これらの集約された各物理インターフェイス間でトラフィックのロードバランシ

ングも行います。ポートチャネルの物理インターフェイスが少なくとも 1つ動作していれば、そ
のポートチャネルは動作しています。

互換性のあるインターフェイスをバンドルすることにより、ポートチャネルを作成します。スタ

ティックポートチャネル、またはリンクアグリゲーション制御プロトコル（LACP）を実行する
ポートチャネルを設定および実行できます。

変更した設定をポートチャネルに適用すると、そのポートチャネルのメンバインターフェイス

にもそれぞれ変更が適用されます。たとえば、スパニングツリープロトコル（STP）パラメータ
をポートチャネルに設定すると、Cisco NX-OSはこれらのパラメータをポートチャネルのそれぞ
れのインターフェイスに適用します。

プロトコルが関連付けられていない場合でもスタティックポートチャネルを使用して設定を簡略

化できます。より効率的にポートチャネルを使用するには、IEEE 802.3adに規定されているリン
クアグリゲーション制御プロトコル（LACP）を使用します。LACPを使用すると、リンクによっ
てプロトコルパケットが渡されます。

関連トピック

LACPの概要, （6ページ）
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ポートチャネルの概要

Cisco NX-OSは、ポートチャネルを使用して、広い帯域幅、冗長性、チャネル全体のロードバラ
ンシングを実現します。

ポートを 1つのスタティックポートチャネルに集約するか、またはリンク集約制御プロトコル
（LACP）をイネーブルにできます。LACPでポートチャネルを設定する場合、スタティックポー
トチャネルを設定する場合とは若干異なる手順が必要です。ポートチャネル設定の制約事項に

ついては、プラットフォームの『Verified Scalability』マニュアルを参照してください。ロードバ
ランシングの詳細については、ポートチャネルを使ったロードバランシング, （4ページ）を
参照してください。

Cisco NX-OSはポートチャネルのポート集約プロトコル（PAgP）をサポートしません。（注）

ポートチャネルは、個々のリンクを 1つのチャネルグループにバンドルしたもので、それにより
いくつかの物理リンクの帯域幅を集約した単一の論理リンクが作成されます。ポートチャネル内

のメンバポートに障害が発生すると、障害が発生したリンクで伝送されていたトラフィックは

ポートチャネル内のその他のメンバポートに切り替わります。

各ポートにはポートチャネルが 1つだけあります。ポートチャネル内のすべてのポートは互換
性がなければなりません。つまり、回線速度が同じで、全二重モードで動作する必要があります。

スタティックポートチャネルを LACPなしで稼働すると、個々のリンクがすべて onチャネル
モードで動作します。このモードを変更するには、LACPをイネーブルにする必要があります。

チャネルモードを、onから active、または onから passiveに変更することはできません。（注）

ポートチャネルインターフェイスを作成すると、ポートチャネルを直接作成できます。または

チャネルグループを作成して個別ポートをバンドルに集約させることができます。インターフェ

イスをチャネルグループに関連付けると、ポートチャネルがまだ存在していない場合は、対応す

るポートチャネルが Cisco NX-OSによって自動的に作成されます。最初にポートチャネルを作
成することもできます。このインスタンスで、Cisco NX-OSは、ポートチャネルと同じチャネル
番号で空のチャネルグループを作成し、デフォルトの設定を採用します。

少なくともメンバポートの 1つがアップしており、そのポートのステータスがチャネリング
であれば、ポートチャネルはアップしています。メンバポートがすべてダウンしていれば、

ポートチャネルはダウンしています。

（注）

互換性要件

ポートチャネルグループにインターフェイスを追加すると、Cisco NX-OSは、特定のインター
フェイス属性をチェックし、そのインターフェイスがチャネルグループと互換性があることを確
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認します。またCiscoNX-OSは、インターフェイスがポートチャネル集約に参加することを許可
する前に、そのインターフェイスの多数の動作属性もチェックします。

互換性チェックの対象となる動作属性は次のとおりです。

•ポートモード

•アクセス VLAN

•トランクネイティブ VLAN

•許可 VLANリスト

•速度

• 802.3xフロー制御設定

• MTU

•ブロードキャスト/ユニキャスト/マルチキャストストーム制御設定

•プライオリティフロー制御

•タグなし CoS

Cisco NX-OSで使用される互換性チェックの全リストを表示するには、show port-channel
compatibility-parametersコマンドを使用します。

チャネルモードセットを onに設定したインターフェイスだけをスタティックポートチャネルに
追加できます。また、チャネルモードを activeまたは passiveに設定したインターフェイスだけ
を、LACPを実行するポートチャネルに追加できます。これらの属性は個別のメンバポートに設
定できます。

インターフェイスがポートチャネルに参加すると、次の個々のパラメータは、ポートチャネルの

値に置き換えられます。

•帯域幅

• MACアドレス

• STP

インターフェイスがポートチャネルに参加しても、次に示すインターフェイスパラメータは影響

を受けません。

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

channel-group forceコマンドを入力して、ポートのチャネルグループへの強制追加をイネーブル
にした後、次の 2つの状態が発生します。
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•インターフェイスがポートチャネルに参加すると、次のパラメータは削除され、動作上ポー
トチャネルの値と置き換えられます。ただし、この変更は、インターフェイスの実行コン

フィギュレーションには反映されません

• QoS

•帯域幅

•遅延

• STP

•サービスポリシー

• ACL

•インターフェイスがポートチャネルに参加するか脱退しても、次のパラメータは影響を受け
ません。

•ビーコン

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

• UDLD

•シャットダウン

• SNMPトラップ

ポートチャネルを使ったロードバランシング

Cisco NX-OSは、ポートチャネルを構成するすべての動作中インターフェイス間でトラフィック
のロードバランスを実現します。フレーム内のアドレスから生成されたバイナリパターンの一部

を数値に圧縮変換し、それを使用してチャネル内の 1つのリンクを選択することによってロード
バランシングを行います。ポートチャネルはデフォルトでロードバランシングを備えています。

すべてのレイヤ2、レイヤ3、およびレイヤ4フレームのデフォルトのロードバランスの基準は、
送信元と宛先の IPアドレスだけです。この基準は、port-channel load-balance ethernetコマンド
を使用して変更できます。さらに、Ethertypeがヘッダーで 0800に設定されている場合、IPヘッ
ダーのないすべてのパケットは、入力でドロップされます。したがって、純粋なレイヤ 2フレー
ム（IPヘッダーのないフレーム）では、MACアドレスだけに基づいたロードバランシングは、
Ethertypeが FFFFに設定されている場合、または Internetwork Packet Exchange（IPX）パケットが
送信されるときにのみ発生します。

次のいずれかの方法（詳細については次の表を参照）を使用してポートチャネル全体をロードバ

ランシングするようにスイッチを設定できます。
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•宛先MACアドレス

•送信元MACアドレス

•送信元および宛先MACアドレス

•宛先 IPアドレス

•送信元 IPアドレス

•送信元および宛先 IPアドレス

•宛先 Transmission Control Protocol（TCP）/User Datagram Protocol（UDP）ポート番号

•送信元 TCP/UDPポート番号

•送信元および宛先 TCP/UDPポート番号

表 1：ポートチャネルロードバランシング基準

レイヤ 4 基準レイヤ 3 基準レイヤ 2 基準設定

宛先MAC宛先MAC宛先MAC宛先MAC

送信元MAC送信元MAC送信元MAC送信元MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元/宛先 IP

宛先MAC、宛先 IP、
宛先ポート

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 TCP/UDPポート

送信元MAC、送信元
IP、送信元ポート

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 TCP/UDPポー
ト

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、送信元/
宛先ポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元および宛先

TCP/UDPポート

使用する設定で最多の種類のロードバランス条件を提供するオプションを使用してください。た

とえば、ポートチャネルのトラフィックが 1つのMACアドレスにだけ送られ、ポートチャネル
のロードバランシングの基準としてその宛先MACアドレスが使用されている場合、ポートチャ
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ネルでは常にそのポートチャネルの同じリンクが選択されます。したがって、送信元アドレスま

たは IPアドレスを使用すると、結果的により優れたロードバランシングが得られることになりま
す。

LACP の概要

LACP の概要

LACP機能を設定して使用する前に、LACP機能をイネーブルにする必要があります。（注）

次の図に、個別リンクをLACPポートチャネルおよびチャネルグループに組み込み、個別リンク
として機能させる方法を示します。

図 1：個別リンクをポートチャネルに組み込む

スタティックポートチャネルと同様に、LACPを使用すると、チャネルグループに最大 16のイ
ンターフェイスをバンドルできます。

ポートチャネルを削除すると、Cisco NX-OSは関連付けられたチャネルグループを自動的に
削除します。すべてのメンバインターフェイスは以前の設定に戻ります。

（注）

LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできません。

LACP ID パラメータ
LACPでは次のパラメータを使用します。

• LACPシステムプライオリティ：LACPを稼働している各システムは、LACPシステムプラ
イオリティ値を持っています。このパラメータのデフォルト値である 32768をそのまま使用
するか、1～ 65535の範囲で値を設定できます。 LACPは、このシステムプライオリティと
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MACアドレスを組み合わせてシステム IDを生成します。また、システムプライオリティを
他のデバイスとのネゴシエーションにも使用します。システムプライオリティ値が大きい

ほど、プライオリティは低くなります。

LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもの
です。

（注）

• LACPポートプライオリティ：LACPを使用するように設定された各ポートには、LACPポー
トプライオリティが割り当てられます。デフォルト値である32768をそのまま使用するか、
1～ 65535の範囲で値を設定できます。 LACPはポートプライオリティとポート番号を使用
してポート IDを形成します。また、互換性のあるポートのうち一部を束ねることができな
い場合に、どのポートをスタンバイモードにし、どのポートをアクティブモードにするか

を決定するのに、ポートプライオリティを使用します。LACPでは、ポートプライオリティ
値が大きいほど、プライオリティは低くなります。指定ポートが、より低いLACPプライオ
リティを持ち、ホットスタンバイリンクではなくアクティブリンクとして選択される可能

性が最も高くなるように、ポートプライオリティを設定できます。

• LACP管理キー：LACPは、LACPを使用するように設定された各ポート上のチャネルグルー
プ番号に等しい管理キー値を自動的に設定します。管理キーは、他のポートと集約される

ポートの機能を定義します。他のポートと集約されるポート機能は、次の要因によって決ま

ります。

◦ポートの物理特性（データレート、デュプレックス機能、ポイントツーポイントまたは
共有メディアステートなど）

◦ユーザが作成した設定に関する制限事項

チャネルモード

ポートチャネルの個別インターフェイスは、チャネルモードで設定します。プロトコルを使用

せずにスタティックポートチャネルを実行すると、チャネルモードは常に onに設定されます。
デバイス上で LACPをグローバルにイネーブルにした後、各チャネルの LACPをイネーブルにし
ます。それには、各インターフェイスのチャネルモードを activeまたは passiveに設定します。
LACPチャネルグループを構成する個々のリンクについて、どちらかのチャネルモードを設定で
きます。

activeまたは passiveのチャネルモードで、個々のインターフェイスを設定するには、まず、
LACPをグローバルにイネーブルにする必要があります。

（注）

次の表に、各チャネルモードについて説明します。

Cisco Nexus 3548 スイッチ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)A1(1)

   OL-27854-01-J 7

ポートチャネルの設定

LACP の概要



表 2：ポートチャネルの個別リンクのチャネルモード

説明チャネルモード

ポートをパッシブなネゴシエーション状態にす

るLACPモード。この状態では、ポートは受信
した LACPパケットに応答はしますが、LACP
ネゴシエーションを開始することはありませ

ん。

passive

LACPモード。ポートをアクティブネゴシエー
ションステートにします。ポートは LACPパ
ケットを送信して、他のポートとのネゴシエー

ションを開始します。

active

すべてのスタティックポートチャネル、つま

りLACPを稼働していないポートチャネルは、
このモードのままになります。LACPをイネー
ブルにする前にチャネルモードを activeまたは
passiveに変更しようとすると、デバイスがエ
ラーメッセージを返します。

チャネルでLACPをイネーブルにするには、そ
のチャネルのインターフェイスでチャネルモー

ドを activeまたは passiveに設定します。 LACP
は、on状態のインターフェイスとネゴシエート
する場合、LACPパケットを受信しないため、
そのインターフェイスと個別のリンクを形成し

ます。つまり、LACPチャネルグループには参
加しません。

on

passiveおよび activeの両モードでは、LACPは、ポート間でネゴシエートし、ポート速度やトラ
ンキングステートなどの基準に基づいて、ポートチャネルを形成可能かどうかを決定できます。

passiveモードは、リモートシステム、つまり、パートナーが、LACPをサポートしているかどう
かが不明な場合に便利です。

ポートは、異なる LACPモードであっても、それらのモード間で互換性があれば、LACPポート
チャネルを形成できます。次に、LACPポートチャネルのモードの組み合わせの例を示します。

• activeモードのポートは、activeモードの別のポートとともにポートチャネルを正しく形成
できます。

• activeモードのポートは、passiveモードの別のポートとともにポートチャネルを形成できま
す。

• passiveモードのポートは、どちらのポートもネゴシエーションを開始しないため、passive
モードの別のポートとともにポートチャネルを形成できません。

   Cisco Nexus 3548 スイッチ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース
5.0(3)A1(1)

8 OL-27854-01-J  

ポートチャネルの設定

LACP の概要



• onモードのポートは LACPを実行していません。

LACP マーカーレスポンダ
ポートチャネルを使用すると、リンク障害またはロードバランシング動作によって、データト

ラフィックが動的に再配信されます。 LACPでは、マーカープロトコルを使用して、こうした再
配信によってフレームが重複したり順序が変わったりしないようにします。CiscoNX-OSは、マー
カーレスポンダだけをサポートしています。

LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの相違点
次の表に、LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの主な相違点の
簡単な概要を説明します。設定の最大制限値の詳細については、デバイスの『VerifiedScalability』
マニュアルを参照してください。

表 3：LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネル

スタティックポートチャネルLACP がイネーブルのポート
チャネル

構成

該当なしグローバルにイネーブル化適用されるプロトコル

onモードのみ次のいずれか。

• Active

• Passive

リンクのチャネルモード

LACP ポートチャネルの MinLink
ポートチャネルは、同様のポートを集約し、単一の管理可能なインターフェイスの帯域幅を増加

させます。MinLink機能を使用すると、ポートチャネルがダウンする前に停止する必要がある
LACPバンドルからのインターフェイスの最小数を定義できます。

LACPポートチャネルのMinLink機能は次の処理を実行します。

• LACPポートチャネルにリンクし、バンドルする必要があるポートチャネルインターフェ
イスの最小数を設定します。

•低帯域幅の LACPポートチャネルがアクティブにならないようにします。

•少数のアクティブメンバポートだけが必要な最小帯域幅を提供する場合、LACPポートチャ
ネルが非アクティブになります。
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MinLink機能は、LACPポートチャネルだけで動作します。デバイスでは非LACPポートチャ
ネルでこの機能を設定できますが、機能は動作しません。

（注）

ポートチャネルの設定

ポートチャネルの作成

チャネルグループを作成する前に、ポートチャネルを作成します。 Cisco NX-OSは、対応する
チャネルグループを自動的に作成します。

LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

switch(config)# interface
port-channel channel-number

ステップ 2   

モードを開始します。指定できる範囲は1～4096
です。チャネルグループがまだ存在していなけれ

ば、 Cisco NX-OSによって自動的に作成されま
す。

ポートチャネルを削除し、関連するチャネルグ

ループを削除します。

switch(config)# no interface
port-channel channel-number

ステップ 3   

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1

ポートチャネルへのポートの追加

新規のチャネルグループ、または他のポートがすでに属しているチャネルグループにポートを追

加できます。CiscoNX-OSでは、このチャネルグループに関連付けられたポートチャネルがなけ
れば作成されます。
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LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

チャネルグループに追加するインターフェイスを

指定し、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

（任意）

トランクポートとしてインターフェイスを設定し

ます。

switch(config-if)# switchport
mode trunk

ステップ 3   

（任意）

トランクポートに必要なパラメータを設定しま

す。

switch(config-if)# switchport
trunk {allowed vlan vlan-id |
native vlan vlan-id}

ステップ 4   

チャネルグループ内にポートを設定し、モードを

設定します。 channel-numberの指定できる範囲は
switch(config-if)# channel-group
channel-number

ステップ 5   

1～ 4096です。Cisco NX-OSでは、このチャネル
グループに関連付けられたポートチャネルがなけ

れば作成されます。これはポートチャネルの暗黙

的作成と呼ばれます。

（任意）

チャネルグループからポートを削除します。チャ

ネルグループから削除されたポートは元の設定に

戻ります。

switch(config-if)# no
channel-group

ステップ 6   

次に、イーサネットインターフェイス 1/4をチャネルグループ 1に追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# channel-group 1

ポートチャネルを使ったロードバランシングの設定

デバイス全体に適用される、ポートチャネル用のロードバランシングアルゴリズムを設定できま

す。
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LACPベースのポートチャネルが必要な場合は、LACPをイネーブルにする必要があります。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスのロードバランシングアルゴリ

ズムを指定します。指定可能なアルゴリズ

switch(config)# port-channel
load-balance ethernet {[destination-ip |
destination-mac | destination-port |

ステップ 2   

ムはデバイスによって異なります。デフォ

ルトは source-dest-macです。source-dest-ip | source-dest-mac |
source-dest-port | source-ip | source-mac
| source-port] crc-poly}

（任意）

source-dest-macのデフォルトのロードバラ
ンシングアルゴリズムを復元します。

switch(config)# no port-channel
load-balance ethernet

ステップ 3   

（任意）

ポートチャネルロードバランシングアル

ゴリズムを表示します。

switch# show port-channel load-balanceステップ 4   

次に、ポートチャネルの送信元 IPロードバランシングを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# port-channel load-balance ethernet source-ip

マルチキャストトラフィックのハードウェアハッシュの設定

スイッチのいずれのポートにある入力マルチキャストトラフィックでも、デフォルトで、特定の

ポートチャネルメンバが選択され、トラフィックが出力されます。潜在的な帯域幅の問題を減

らし、入力マルチキャストトラフィックの効率的なロードバランシングを提供するために、マル

チキャストトラフィックにハードウェアハッシュを設定できます。ハードウェアハッシュをイ

ネーブルにするには、hardware multicast hw-hashコマンドを使用します。デフォルトに戻すに
は、no hardware multicast hw-hashコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルを選択し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config)# interface
port-channel channel-number

ステップ 2   

指定したポートチャネルにハードウェア

ハッシュを設定します。

switch(config-if)#hardwaremulticast
hw-hash

ステップ 3   

次に、ポートチャネルでハードウェアハッシュを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# hardware multicast hw-hash

次に、ポートチャネルからハードウェアハッシュを削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# no hardware multicast hw-hash

LACP のイネーブル化
LACPはデフォルトではディセーブルです。LACPの設定を開始するには、LACPをイネーブルに
する必要があります。 LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできませ
ん。

LACPは、LANポートグループの機能を動的に学習し、残りのLANポートに通知します。LACP
は、正確に一致しているイーサネットリンクを識別すると、これらのリンクを 1つのポートチャ
ネルとして容易にまとめます。次に、ポートチャネルは単一ブリッジポートとしてスパニング

ツリーに追加されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチ上で LACPをイネーブルにしま
す。

switch(config)# feature lacpステップ 2   

（任意）

イネーブルにされた機能を表示します。

switch(config)# show featureステップ 3   
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次に、LACPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature lacp

ポートのチャネルモードの設定

LACPポートチャネルのそれぞれのリンクのチャネルモードを activeまたは passiveに設定できま
す。このチャネルコンフィギュレーションモードを使用すると、リンクは LACPで動作可能に
なります。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを設定すると、リンク両端のすべてのインター

フェイスは onチャネルモードを維持します。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステッ

プ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
type slot/port

ステッ

プ 2   

ポートチャネルのリンクのポートモードを指定します。LACP
をイネーブルにしたら、各リンクまたはチャネル全体をactive
または passiveに設定します。

switch(config-if)#
channel-group
channel-number [force]
[mode {on | active |
passive}]

ステッ

プ 3   

force：LANポートをチャネルグループに強制的に追加するこ
とを指定します。このオプションは、Cisco NX-OS Release
5.0(2)N2(1)で使用できます。

mode：インターフェイスのポートチャネルモードを指定し
ます。

active：LACPをイネーブルにすると、このコマンドは、指定
されたインターフェイスで LACPをイネーブルにすることを
指定します。インターフェイスはアクティブなネゴシエー

ション状態になります。この状態では、ポートはLACPパケッ
トを送信して他のポートとネゴシエーションを開始します。

on：（デフォルトモード）LACPを実行していないすべての
ポートチャネルがこのモードを維持することを指定します。

passive：LACPデバイスが検出された場合にだけ、LACPをイ
ネーブルにします。インターフェイスはパッシブなネゴシ
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目的コマンドまたはアク

ション

エーション状態になります。この状態では、ポートは受信し

た LACPパケットに応答しますが、LACPネゴシエーション
を開始しません。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを実行する

場合、チャネルモードは常に onです。

指定インターフェイスのポートモードを onに戻しますswitch(config-if)# no
channel-group number
mode

ステッ

プ 4   

次に、チャネルグループ 5のイーサネットインターフェイス 1/4で、LACPがイネーブルなイン
ターフェイスを activeポートチャネルモードに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# channel-group 5 mode active

次に、強制的にチャネルグループ 5にインターフェイスを追加する例を示します。
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# channel-group 5 force
switch(config-if)#

LACP ポートチャネルの MinLink の設定
MinLink機能は、LACPポートチャネルだけで動作します。デバイスでは非 LACPポートチャネ
ルでこの機能を設定できますが、機能は動作しません。

シスコでは、ポートチャネルの一端にだけMinLink機能を設定することを推奨します。ポー
トチャネルの両側に lacpmin-linksコマンドを設定すると、リンクフラッピングが発生する可
能性があります。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface port-channel number

例：
switch(config) # interface
port-channel 3
switch(config-if) #

ステップ 2   

ポートチャネルインターフェイスを指定し

て、最小リンクの数を設定し、インターフェ

[no] lacp min-links number

例：
switch(config-if) # lacp
min-links 3

ステップ 3   

イスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

numberのデフォルト値は、1です。指定でき
る範囲は 1～ 16です。

この機能をディセーブルにするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

（任意）

ポートチャネルのMinLink設定を表示します。
show running-config interface
port-channel number

例：
switch(config) # show
running-config interface

ステップ 4   

port-channel 3
switch(config-if) #

次に、モジュール 3のポートチャネルインターフェイスの最小数を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config) # interface port-channel 3
switch(config-if) # lacp min-links 3
switch(config-if) #

LACP 高速タイマーレートの設定
LACPタイムアウト期間を変更するには、LACPタイマーレートを変更します。 LACPをサポー
トするインターフェイスに LACP制御パケットが送信されるレートを設定するには、lacp rateコ
マンドを使用します。デフォルトレート（30秒）から高速レート（1秒）にタイムアウトレー
トを変更できます。このコマンドは、LACP対応インターフェイスだけでサポートされます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

   Cisco Nexus 3548 スイッチ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース
5.0(3)A1(1)

16 OL-27854-01-J  

ポートチャネルの設定

LACP 高速タイマーレートの設定



手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

LACPをサポートするインターフェイスにLACP
制御パケットが送信される高速レート（1秒）
を設定します。

switch(config-if)# lacp rate fastステップ 3   

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACP高速レートを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4

switch(config-if)# lacp rate fast

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPのデフォルトレート（30秒）を復元する例を
示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no lacp rate fast

LACP のシステムプライオリティおよびシステム ID の設定
LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもので
す。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

LACPで使用するシステムプライオリティを設
定します。指定できる範囲は 1～ 65535で、値

switch(config)# lacp
system-priority priority

ステップ 2   

が大きいほどプライオリティは低くなります。

デフォルト値は 32768です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

LACPシステム識別子を表示します。
switch# show lacp
system-identifier

ステップ 3   

次に、LACPシステムプライオリティを 2500に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# lacp system-priority 2500

LACP ポートプライオリティの設定
ポートプライオリティに LACPポートチャネルの各リンクを設定できます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface type
slot/port

ステップ 2   

LACPで使用するポートプライオリティを設定し
ます。指定できる範囲は 1～ 65535で、値が大き

switch(config-if)# lacp
port-priority priority

ステップ 3   

いほどプライオリティは低くなります。デフォル

ト値は 32768です。

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPポートプライオリティを 40000に設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp port priority 40000

ポートチャネル設定の確認
ポートチャネルの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。
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目的コマンド

ポートチャネルインターフェイスのステータ

スを表示します。

switch# show interface port-channel
channel-number

イネーブルにされた機能を表示します。switch# show feature

システムで現在使用可能なリソースの数を表示

します。

switch# show resource

LACP情報を表示します。switch# show lacp {counters | interface type
slot/port | neighbor | port-channel |
system-identifier}

ポートチャネルに追加するためにメンバポー

ト間で同じにするパラメータを表示します。

switch# show port-channel
compatibility-parameters

1つ以上のポートチャネルインターフェイスの
集約状態を表示します。

switch# show port-channel database [interface
port-channel channel-number]

ポートチャネルインターフェイスの概要を表

示します。

switch# show port-channel summary

ポートチャネルのトラフィック統計情報を表示

します。

switch# show port-channel traffic

使用済みおよび未使用のチャネル番号の範囲を

表示します。

switch# show port-channel usage

現在実行中のポートチャネル機能に関する情報

を表示します。

switch# show port-channel database

ポートチャネルを使用したロードバランシング

に関する情報を表示します。

switch# show port-channel load-balance

ロードバランシングの発信ポート ID の確認

コマンドのガイドライン

show port-channel load-balanceコマンドでは、特定のフレームがハッシュされるポートチャネル
のポートを確認することができます。正確な結果を得るためには、VLANと宛先MACを指定す
る必要があります。
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ポートチャネルのポートが 1つだけの場合など、特定のトラフィックフローはハッシュ対象
ではありません。

（注）

ワープモードでは、出力には 2つの宛先ポートがあります。1つはワープテーブルに一致が
ない場合で、もう 1つはワープテーブルに一致がある場合です。レイヤ 2ポートの一致は、
送信元および宛先MACアドレスがMACテーブルで学習されることを意味し、レイヤ 3ポー
トの一致は、IPアドレスが解決されたことを意味しています。

（注）

ロードバランシングの発信ポート IDを表示するには、次の表に示すタスクの 1つを実行します。

目的コマンド

発信ポート IDを表示します。switch# show port-channel load-balance
forwarding-path interface port-channel
port-channel-id src-interface source-interface vlan
vlan-id dst-ip src-ip dst-mac src-mac l4-src-port
port-id l4-dst-port port-id ether-type ether-type
ip-proto ip-proto

例

次に、短い port-channel load-balanceコマンドの出力例を示します。

switch# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 10 vlan 1
dst-ip 1.225.225.225 src-ip 1.1.10.10 src-mac aa:bb:cc:dd:ee:ff
l4-src-port 0 l4-dst-port 1
Missing params will be substituted by 0's. Load-balance Algorithm on switch: source-dest-port
crc8_hash:204 Outgoing port id: Ethernet 1/1 Param(s) used to calculate load balance:
dst-port: 0
src-port: 0
dst-ip: 1.225.225.225
src-ip: 1.1.10.10
dst-mac: 0000.0000.0000
src-mac: aabb.ccdd.eeff

例

次に、短い port-channel load-balanceコマンドの出力例を示します。

switch# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 10 vlan 1
dst-ip 1.225.225.225 src-ip 1.1.10.10 src-mac aa:bb:cc:dd:ee:ff ether-type 0x0800 ip-proto
0x11
l4-src-port 0 l4-dst-port 1
Missing params will be substituted by 0's. Load-balance Algorithm on switch: source-dest-port
crc8_hash:204 Outgoing port id: Ethernet 1/1 Param(s) used to calculate load balance:
dst-port: 0
src-port: 0
dst-ip: 1.225.225.225
src-ip: 1.1.10.10
dst-mac: 0000.0000.0000
src-mac: aabb.ccdd.eeff
ether-type: 0x0800
proto-type: 0x11
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例

次に、デバイスでワープモードになっている間の port-channel load-balanceコマンドの出力例を
示します。

switch# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 1 src-interface
ethernet 1/6 vlan 1 src-ip 1.1.1.1 dst-ip 2.2.2.2
Missing params will be substituted by 0's.
Load-balance Algorithm on switch: source-dest-ip

Outgoing port id (no cache hit): Ethernet1/29
Outgoing port id (cache hit): Ethernet1/32

Param(s) used to calculate load-balance:
dst-ip: 2.2.2.2
src-ip: 1.1.1.1
dst-mac: 0000.0000.0000
src-mac: 0000.0000.0000
VLAN: 1
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